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２ 研究目的 

本研究では、セルロース合成菌を用いて砂糖・糖蜜などの再生可能資源

からボトムアップ的に調製されるナノフィブリル化バクテリアセルロー

スの詳細な構造解析を行い、物性・機能との相関関係を明らかにすること

を目的としている。 
 

３ 研究内容及び実施体制 

①  CM-NFBC、HP-NFBC の繊維径の決定 

透過型顕微鏡、走査型電子顕微鏡、原子間力顕微鏡、小角 X 線散乱

を用いることによって繊維径を決定する。 
（工業試験場 瀬野、細川、工学研究院 田島） 

② CM-NFBC、HP-NFBC の繊維長の決定 

透過型顕微鏡、走査型電子顕微鏡、原子間力顕微鏡を用いて繊維長

を決定する。また、別の手法として極限粘度からアスペクト比を決定

し、そこから繊維長を決定する。 
（工業試験場 瀬野、細川、工学研究院 折原、田島） 

③ CM-NFBC、HP-NFBC の高次構造の推定 

レオメーターを用いた粘弾性測定および光散乱測定を行うことに

よって水中におけるネットワーク構造に関する知見を得る。これら

によって NFBC の構造と物性に関する相関関係を解明する。 
（工学研究院 折原、田島） 

 

４ 最終目標 

本研究では繊維径、繊維長、高次構造を含む詳細な構造情報と物性・

機能の相関を解明し、これらの知見を新しい用途開発、機能性付与、製

品物性の改良に繋げることを目標としている。 

 

５ 期待される効果・貢献 

NFBC の活用はバイオ戦略 2020 に掲げられている日本が目指す 4 つ

の社会像の実現に向けて大きく貢献できると考えられる。また、最終的に

は道内において NFBC の大規模な生産工場を建設し（グリーンマテリア

ル産業の創出）、北海道発の高機能性バイオ素材として全世界に向けて発

信していきたいと考えている。  



（課題名）微生物産生ナノフィブリル化セルロースの精密構造解析と新規用途開発

研究目的

近年、ナノオーダーの繊維径
を有するナノフィブリル化セル
ロース (NFC) が高機能性 バ

イオ素材として注目されている
。我々の研究室ではセルロー
ス合成菌を用いることによって
、糖蜜などの再生可能な資源
からボトムアップ的に NFC
(NFBC) を調製することに成功

している。本研究では分散状
態におけるNFBCの詳細な構

造解析を行い、物性・機能との
相関関係を明らかにすることを
目的としている。

研究内容
① NFBCの繊維径の決定
透過型顕微鏡 (TEM)、走査型電子顕微鏡 (SEM)、原子間力
顕微鏡 (AFM)、小角X線散乱測定 (SAXS) によって繊維径を決定
する。 （工業試験場 瀬野、細川、工学研究院 田島）

② NFBCの繊維長の決定
TEM、SEM、AFMを用いて繊維長を決定する。また、レオメーター

による粘性測定から得られる極限粘度からアスペクト比を決定し、
繊維長を算出する。（工業試験場 瀬野、細川、工学研究院、折原、田島） 図 NFBCのAFM像
③ NFBCの高次構造の推定
レオメーターを用いた粘弾性測定および
光散乱測定(SALS) によって水中における

高次（ネットワーク）構造に関する知見を得る。
（工学研究院 折原、田島）

NFBCの構造と物性に関する相関関係

用途開発、機能性付与、製品物性の改良

図 レオメーターと測定結果

最終目標

期待される効果・貢献

バイオ戦略2020より抜粋

日本が目指す社会像の実現に寄与する
とともに、

道内にグリーンマテリアル産業を創出する
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